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位相特異点を持つ光渦は、ドーナツ型の強度分布と軌道角運動量を示すことが知られている[1]。

これまでに光渦を用いた様々な応用研究が提案されている。中でも、光渦の軌道角運動量転写に

よるカイラル構造体の創成[2]や回折限界を超える空間分解能を示す超解像顕微鏡[3]などが注目

を集めている。さまざまな分子の振動回転遷移に相当する固有振動数を含むため分子の指紋領域

と呼ばれている中赤外域(5-20μm)で光渦を効率よく発生できれば、超解像分子分光、キラルな有

機構造体などの新しい分子科学技術を開拓できる可能性がある。 

われわれは、カスケード配置した 2 つの KTP 結晶に 1m の光渦を励起光として同軸入射した

光パラメトリック発振器を構築するとともに、発振したシグナル光・アイドラー光の差周波光を

ZnGeP2 結晶で発生させることで、0.1mJ を超えるエネルギーを有する中赤外(6.3-12 m)光渦発生

に成功している[4]。 

本講演では、AgGaSe2結晶を用いることで、さらに長波長の中赤外(6.0-18.0 μm)光渦を発生する

ことに成功したので報告する。また、このシステムでは、光渦のトポロジカルチャージの符号、

次数 l =1 (2)が可変できる。 

実験光学系を Fig.1 に示す。光源には中心波長 1064nm、パルス幅 20ns、繰返し周波数 50Hz の

Nd:YAG レーザーを使用した。レーザー光を螺旋型位相板によって 1 次もしくは 2 次の光渦に変

換し、2つの KTP結晶をカスケードに配置した安定共振器型光パラメトリック発振器を励起した。

このシステムでは、シグナル光、アイドラー光は、それぞれ光渦(l =1 (2))、ガウスモードとして発

振する。シグナル光とアイドラー光を AgGaSe2結晶に同軸入射することで差周波光を発生させた。

発生した 13μm光渦のビームパターンを Fig.2(a)(b)に示す。 
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Fig.1 Experimental setup.             . 

  

Fig.2 (a), (b) Spatial profiles of the 13 μm difference 
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